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私たちは、地域住民の皆様に、妥全で曾の高ゝ

医療・福祉を効率的かつ継続的に提供する

　　　　　基本方針

私たちは　地域中核病院を有する法人として
医療環境の変化に対応した質の高い

保健・医療・福祉サービスの提供を週して
地域社会と共に発展をめざします

私たちは　患者様や利用者の方の
プライバシーを守るとともに　権利を尊重し

根拠に基づいた医療・福祉サービスを
誇りを待って提供できるよう努力します

私たちは　経営の安定と組織の
活性化を図ることにより
職員の働きがいを追求するとともに
職員の生活が妥定し向上するよう努力します
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■頭痛について

Ｉ第6回濃尾医療連携セミナー開催

　６月のお知らせ

Ｉ外来基本診療体制

http:

隋§喋ぶS司石油系インキではな＜、環境に優しい大豆油を使用したインキで印刷しています　　Ｊミ台
凪ｌｕＵ古紙を製紙原料としてもとのバルブに戻し、100％再生した紙を使用しています。
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肩鍛接哲雄で

脳神経外科　畠U部長　副田明男

　　　　　　　　　そえだ

　私たち脳神経外科の外来を訪れられる患者さ

んの訴えで最も多いものが｢頭痛｣です。

　｢頭が痛い｣とぃっても、悩みがあって｢頭が痛い｣

のはさておき、ちくちくした痛みから、重

いような感じがする、どきどきするとぃ

ったように訴えも千差万別です。

　外来にみえる方は、＜も膜下出血、脳梗塞、脳

腫瘍など重大な病気を心配されている方が多いの

ですが、そのほとんどは片頭痛や肩こり、ストレ

スが原因のことが多いようです。また、交通事故

後のむち打ち、緑内障、副鼻腔炎、虫歯や顎関節炎なども原因となります。光が走っ

たりするような前兆を伴う場合はたいていが片頭痛に分類されます。また、最近はパ

ソコンに向かうなど一定の姿勢を長時間とっている万、また主婦の万で慢性的に疲労

がたまっている場合などは肩こりからくる筋緊張性頭痛と診断されることが多いよう

です。この片頭痛と筋緊張性頭痛と診断される方がほとんどです。片頭痛は大変よい

薬が出ておりますので適切な内服治療をおすすめします。筋緊張性頭痛は肩こりがほ

くれる運動が最良です。診断のほとんどは問診により可能ですので頭痛でお悩みの万

は一度脳神経外科を受診してください。また、頭痛に次の症状を伴っていたりすると

脳腫瘍、＜も膜下出血、慢性硬膜下血腫など手術治療が必要となりますので必ず脳神

経外科を受診してください。

１．はじめて経験する、ハンマーで殴られたような痛みはくも膜

　下出血の可能性があります。

２．麻揖、しびれ、しゃべ引こくい等の症状がある時は脳腫瘍の

　場合があります。

３．高齢の方で、痴呆が進んだり失禁をしたり、麻揖があるよう

　な場合は慢性硬膜下血腫の可能性があります。手術治療で治

　癒しますので、年齢のせいにせず受診してください。
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ﾚ玉引用　濃尾医療連携セミナー」開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域医療事業部　　浅野祐史

　去る4月14日（土）、グランヴエづレ岐山において「濃尾医療連携セミナー」が開催されま

した。このセミナーでは、毎回病院と開業医の先生方との連携をテーマにした講演が行われて

おり今回で6回目の開催となりました。今回、開業医、他医療機関の先生方、又病院職員合わせ

て２００名を超える多数の参加者があり、下記の２つの講演に耳を傾けました。

　　　　　　⊇「六百百二おける腹腔鏡下手術』

　　　　　　　　　七言寸言病院　外科部長　　小林　健司

　　　　　　○ﾄﾞ往言節丹支援診療所の現状と課題』

　　　　　　　　　壮士寸言クリニック　　　　川島　孝一郎先生

　今後もこのようなセミナーで勉強した事柄を考慮しながら患者様を中心とした医療連携を開

業医の先生と一緒に進めてまいります。

　患者様の病気について、病院と開業医等の先生方とが手を結び情報交換しながら地域内で治

療できるようにしようとするのが厚生労働省の方針です。

　当院受診の際には、「かかりつけ医」の紹介状を持参してから、ご利用になることをお勤め

します。紹介状をお持ちではな＜当院を受診される場合は、

　　　　　　　　　　⊇二三二U判苦竹ｨ丼甲療養費（２ １００円）」

という費用を別途請求させて頂いております。

　　「かかりつけ医」をお持ちでない方は、是非「かかりつけ医」をお持ちになる事をお考え下

さい。どうすればいいのか、どこの診療所がいいのかわからない場合には、受診時に主治医に

朧jlllkl謳歌4115g;a●4忿　　　　　　……g　　彩 轜k

ご相談頂＜か、又は地域医療事業部までお尋ね

下さい。必ずお近＜の「かかりつけ医」をご紹

介させて頂きます。

　現在、病院近隣の２ １６の開業医の先生万と

連携を結んでおり、病院・クリニックの１階で

連携医院案内のパンフレットをご自由にお持ち

できますし、インターネットでも連携医院を確

認できるようになっています。是非ご覧いただ

爆「寸かo才）つけ医∩こついてご検討＜ださい。

・糖尿病教室※糖尿病が気になる方はどなたでも気軽にご参加＜ださい。

　　　○毎週水、金曜日　５階病棟デイールームにて　午後１時～２時
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笠松一松波総合病院

　　　豺15分

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

交通のご案内●　　二ごﾂLI?………ﾆﾐ………i
タクシー20分

名鉄岐阜駅一西笠松一松波総合病院
ー
ー
・

名鉄電剰.島巾㈲

タクシー

　ｊ歩ICド

●●●●●●●

持分

ー
ー
ー


	page1
	1906-3.pdf
	page1

	1906-2.pdf
	page1


